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(57)【要約】
本発明の実施例は、異種ネットワークにおける同期の強
化方法及び装置を提供する。該方法は、ピコセルの基地
局は補助同期信号を送信するステップと、基地局はセル
範囲拡張（ＣＲＥ）領域のユーザ機器がピコセルにアク
セスする際に補助同期信号に基づいてシンボル同期及び
フレーム同期を行うように、ユーザ機器に補助同期信号
を検出させるように通知するステップと、を含み、補助
同期信号の送信間隔は１０ｍｓ又は５ｍｓであり、補助
同期信号は各送信フレームの０番目のサブフレーム及び
／又は５番目のサブフレームに位置する。本発明は、上
位層のシグナリング指示と補助同期信号とを結合するこ
とによって、ピコセルのＣＲＥ領域のユーザに同期させ
、小さい時間周波数リソースのオーバーヘッドで互換性
を確保すると共に、システム性能の要求を満足する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ピコセルの基地局は、補助同期信号を送信するステップと、
　前記基地局は、セル範囲拡張（ＣＲＥ）領域のユーザ機器が前記ピコセルにアクセスす
る際に前記補助同期信号に基づいてシンボル同期及びフレーム同期を行うように、前記ユ
ーザ機器に前記補助同期信号を検出させるように通知するステップと、を含み、
　前記補助同期信号の送信間隔は１０ｍｓ又は５ｍｓであり、前記補助同期信号は各送信
フレームの０番目のサブフレーム及び／又は５番目のサブフレームに位置する、
　異種ネットワークにおける同期の強化方法。
【請求項２】
　前記補助同期信号は、各送信フレームの０番目のサブフレーム及び／又は５番目のサブ
フレームにおける、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、セル固有参照信号（
ＣＲＳ）、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）、プライマリ同期信号（ＰＳＳ）
及びセカンダリ同期信号（ＳＳＳ）と衝突しない直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボ
ルに位置する、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記補助同期信号の送信間隔が１０ｍｓである場合、前記補助同期信号は、前記ユーザ
機器が前記補助同期信号の送信位置に基づいてシンボル同期及びフレーム同期を行うよう
に、各送信フレームの０番目のサブフレームの１２番目若しくは１３番目のＯＦＤＭシン
ボル、又は各送信フレームの５番目のサブフレームの９番目、１０番目、１２番目若しく
は１３番目のＯＦＤＭシンボルに位置する、
　請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記補助同期信号の送信間隔が５ｍｓである場合、前記補助同期信号は、各送信フレー
ムの０番目のサブフレームの１２番目又は１３番目のＯＦＤＭシンボル、及び各送信フレ
ームの５番目のサブフレームの９番目、１０番目、１２番目又は１３番目のＯＦＤＭシン
ボルに位置し、
　前記ユーザ機器が前記補助同期信号の送信シーケンスに基づいてシンボル同期を行い、
前記補助同期信号のロングタームエボリューション（ＬＴＥ）システムの同期信号と相対
的な位置に基づいてフレーム同期を行うように、前記補助同期信号は、前記０番目のサブ
フレームに用いられるＯＦＤＭシンボルのシーケンス番号と前記５番目のサブフレームに
用いられるＯＦＤＭシンボルのシーケンス番号とが異なる、
　請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記補助同期信号の送信間隔が５ｍｓである場合、前記補助同期信号は、前記ユーザ機
器が前記補助同期信号の送信シーケンスに基づいてシンボル同期を行い、前記補助同期信
号の各送信フレームの０番目のサブフレーム及び５番目のサブフレームにおける異なる送
信シーケンスに基づいてフレーム同期を行うように、各送信フレームの０番目のサブフレ
ーム及び５番目のサブフレームの１２番目又は１３番目のＯＦＤＭシンボルに位置する、
　請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記補助同期信号が各送信フレームの０番目のサブフレーム及び５番目のサブフレーム
の１２番目のＯＦＤＭシンボルに位置する場合、前記方法は周波数分割複信（ＦＤＤ）シ
ステム及び時分割複信（ＴＤＤ）システムに適用する、
　請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　ユーザ機器は、マクロセルにより送信されたピコセルの関連情報に基づいて前記ピコセ
ルにハンドオーバするステップと、
　ユーザ機器は、前記ピコセルにより送信された通知メッセージに基づいて前記ピコセル
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により送信された補助同期信号を検出するステップと、
　ユーザ機器は、前記ピコセルにより送信された補助同期信号に基づいてシンボル同期及
びフレーム同期を行うステップと、を含み、
　前記補助同期信号の送信間隔は１０ｍｓ又は５ｍｓであり、前記補助同期信号は各送信
フレームの０番目のサブフレーム及び／又は５番目のサブフレームに位置する、
　異種ネットワークにおける同期の強化方法。
【請求項８】
　前記補助同期信号は、各送信フレームの０番目のサブフレーム及び／又は５番目のサブ
フレームにおける、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、セル固有参照信号（
ＣＲＳ）、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）、プライマリ同期信号（ＰＳＳ）
及びセカンダリ同期信号（ＳＳＳ）と衝突しない直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボ
ルに位置する、
　請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記補助同期信号の送信間隔が１０ｍｓである場合、前記補助同期信号は、各送信フレ
ームの０番目のサブフレームの１２番目若しくは１３番目のＯＦＤＭシンボル、又は各送
信フレームの５番目のサブフレームの９番目、１０番目、１２番目若しくは１３番目のＯ
ＦＤＭシンボルに位置し、
　前記ユーザ機器は、前記補助同期信号の送信位置に基づいてシンボル同期及びフレーム
同期を行う、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記補助同期信号の送信間隔が５ｍｓである場合、前記補助同期信号は、各送信フレー
ムの０番目のサブフレームの１２番目又は１３番目のＯＦＤＭシンボル、及び各送信フレ
ームの５番目のサブフレームの９番目、１０番目、１２番目又は１３番目のＯＦＤＭシン
ボルに位置し、前記補助同期信号の前記０番目のサブフレームに用いられるＯＦＤＭシン
ボルのシーケンス番号と前記５番目のサブフレームに用いられるＯＦＤＭシンボルのシー
ケンス番号とが異なり、
　前記ユーザ機器は、前記補助同期信号の送信シーケンスに基づいてシンボル同期を行い
、前記補助同期信号のＬＴＥシステムの同期信号と相対的な位置に基づいてフレーム同期
を行う、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記補助同期信号の送信間隔が５ｍｓである場合、前記補助同期信号は、各送信フレー
ムの０番目のサブフレーム及び５番目のサブフレームの１２番目又は１３番目のＯＦＤＭ
シンボルに位置し、
　前記ユーザ機器は、前記補助同期信号の送信シーケンスに基づいてシンボル同期を行い
、前記補助同期信号の各送信フレームの０番目のサブフレーム及び５番目のサブフレーム
における異なる送信シーケンスに基づいてフレーム同期を行う、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ユーザ機器は、ＬＴＥシステムにおけるＰＳＳシーケンスを各送信フレームの０番
目のサブフレームにおける補助同期信号の送信シーケンスとして用い、ＬＴＥシステムに
おけるＰＳＳシーケンスと関連性の低い同期チャネルシーケンスを各送信フレームの５番
目のサブフレームにおける補助同期信号の送信シーケンスとして用いる、
　請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ユーザ機器は、固定の同期チャネルシーケンスを各送信フレームの０番目のサブフ
レーム及び５番目のサブフレームにおける補助同期信号としてそれぞれ用い、前記０番目
のサブフレームに用いられる補助同期信号の送信シーケンスと前記５番目のサブフレーム
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に用いられる補助同期信号の送信シーケンスとは異なる、
　請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記０番目のサブフレームに用いられる補助同期信号の送信シーケンス及び前記５番目
のサブフレームに用いられる補助同期信号の送信シーケンスは、ＬＴＥシステムのＰＳＳ
シーケンスから選択される、
　請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　異種ネットワークにおけるピコセルの基地局であって、
　補助同期信号を送信する送信手段と、
　前記基地局は、セル範囲拡張（ＣＲＥ）領域のユーザ機器が前記ピコセルにアクセスす
る際に前記補助同期信号に基づいてシンボル同期及びフレーム同期を行うように、前記ユ
ーザ機器に前記補助同期信号を検出させるように通知する通知手段と、を含み、
　前記補助同期信号の送信間隔は１０ｍｓ又は５ｍｓであり、前記補助同期信号は各送信
フレームの０番目のサブフレーム及び／又は５番目のサブフレームに位置する、
　基地局。
【請求項１６】
　前記補助同期信号は、各送信フレームの０番目のサブフレーム及び／又は５番目のサブ
フレームにおける、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、セル固有参照信号（
ＣＲＳ）、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）、プライマリ同期信号（ＰＳＳ）
及びセカンダリ同期信号（ＳＳＳ）と衝突しない直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボ
ルに位置する、
　請求項１５に記載の基地局。
【請求項１７】
　前記補助同期信号の送信間隔が１０ｍｓである場合、前記補助同期信号は、前記ユーザ
機器が前記補助同期信号の送信位置に基づいてシンボル同期及びフレーム同期を行うよう
に、各送信フレームの０番目のサブフレームの１２番目若しくは１３番目のＯＦＤＭシン
ボル、又は各送信フレームの５番目のサブフレームの９番目、１０番目、１２番目若しく
は１３番目のＯＦＤＭシンボルに位置する、
　請求項１６に記載の基地局。
【請求項１８】
　前記補助同期信号の送信間隔が５ｍｓである場合、前記補助同期信号は、各送信フレー
ムの０番目のサブフレームの１２番目又は１３番目のＯＦＤＭシンボル、及び各送信フレ
ームの５番目のサブフレームの９番目、１０番目、１２番目又は１３番目のＯＦＤＭシン
ボルに位置し、
　前記ユーザ機器が前記補助同期信号の送信シーケンスに基づいてシンボル同期を行い、
前記補助同期信号のロングタームエボリューション（ＬＴＥ）システムの同期信号と相対
的な位置に基づいてフレーム同期を行うように、前記補助同期信号は、前記０番目のサブ
フレームに用いられるＯＦＤＭシンボルのシーケンス番号と前記５番目のサブフレームに
用いられるＯＦＤＭシンボルのシーケンス番号とが異なる、
　請求項１６に記載の基地局。
【請求項１９】
　前記補助同期信号の送信間隔が５ｍｓである場合、前記補助同期信号は、前記ユーザ機
器が前記補助同期信号の送信シーケンスに基づいてシンボル同期を行い、前記補助同期信
号の各送信フレームの０番目のサブフレーム及び５番目のサブフレームにおける異なる送
信シーケンスに基づいてフレーム同期を行うように、各送信フレームの０番目のサブフレ
ーム及び５番目のサブフレームの１２番目又は１３番目のＯＦＤＭシンボルに位置する、
　請求項１６に記載の基地局。
【請求項２０】
　前記補助同期信号が各送信フレームの０番目のサブフレーム及び５番目のサブフレーム
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の１２番目のＯＦＤＭシンボルに位置する場合、前記方法は周波数分割複信（ＦＤＤ）シ
ステム及び時分割複信（ＴＤＤ）システムに適用する、
　請求項１９に記載の基地局。
【請求項２１】
　マクロセルにより送信されたピコセルの関連情報に基づいて前記ピコセルにハンドオー
バするハンドオーバ手段と、
　前記ピコセルにより送信された通知メッセージに基づいて前記ピコセルにより送信され
た補助同期信号を検出する検出手段と、
　前記ピコセルにより送信された補助同期信号に基づいてシンボル同期及びフレーム同期
を行う同期手段と、を含み、
　前記補助同期信号の送信間隔は１０ｍｓ又は５ｍｓであり、前記補助同期信号は各送信
フレームの０番目のサブフレーム及び／又は５番目のサブフレームに位置する、
　ユーザ機器。
【請求項２２】
　前記補助同期信号は、各送信フレームの０番目のサブフレーム及び／又は５番目のサブ
フレームにおける、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、セル固有参照信号（
ＣＲＳ）、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）、プライマリ同期信号（ＰＳＳ）
及びセカンダリ同期信号（ＳＳＳ）と衝突しない直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボ
ルに位置する、
　請求項２１に記載のユーザ機器。
【請求項２３】
　前記補助同期信号の送信間隔が１０ｍｓである場合、前記補助同期信号は、各送信フレ
ームの０番目のサブフレームの１２番目若しくは１３番目のＯＦＤＭシンボル、又は各送
信フレームの５番目のサブフレームの９番目、１０番目、１２番目若しくは１３番目のＯ
ＦＤＭシンボルに位置し、
　前記同期手段は、前記補助同期信号の送信位置に基づいてシンボル同期及びフレーム同
期を行う、
　請求項２２に記載のユーザ機器。
【請求項２４】
　前記補助同期信号の送信間隔が５ｍｓである場合、前記補助同期信号は、各送信フレー
ムの０番目のサブフレームの１２番目又は１３番目のＯＦＤＭシンボル、及び各送信フレ
ームの５番目のサブフレームの９番目、１０番目、１２番目又は１３番目のＯＦＤＭシン
ボルに位置し、前記補助同期信号の前記０番目のサブフレームに用いられるＯＦＤＭシン
ボルのシーケンス番号と前記５番目のサブフレームに用いられるＯＦＤＭシンボルのシー
ケンス番号とが異なり、
　前記同期手段は、前記補助同期信号の送信シーケンスに基づいてシンボル同期を行い、
前記補助同期信号のＬＴＥシステムの同期信号と相対的な位置に基づいてフレーム同期を
行う、
　請求項２２に記載のユーザ機器。
【請求項２５】
　前記補助同期信号の送信間隔が５ｍｓである場合、前記補助同期信号は、各送信フレー
ムの０番目のサブフレーム及び５番目のサブフレームの１２番目又は１３番目のＯＦＤＭ
シンボルに位置し、
　前記同期手段は、前記補助同期信号の送信シーケンスに基づいてシンボル同期を行い、
前記補助同期信号の各送信フレームの０番目のサブフレーム及び５番目のサブフレームに
おける異なる送信シーケンスに基づいてフレーム同期を行う、
　請求項２２に記載のユーザ機器。
【請求項２６】
　前記同期手段は、ＬＴＥシステムにおけるＰＳＳシーケンスを各送信フレームの０番目
のサブフレームにおける補助同期信号の送信シーケンスとして用い、ＬＴＥシステムにお
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けるＰＳＳシーケンスと関連性の低い同期チャネルシーケンスを各送信フレームの５番目
のサブフレームにおける補助同期信号の送信シーケンスとして用いる、
　請求項２５に記載のユーザ機器。
【請求項２７】
　前記同期手段は、固定の同期チャネルシーケンスを各送信フレームの０番目のサブフレ
ーム及び５番目のサブフレームにおける補助同期信号としてそれぞれ用い、前記０番目の
サブフレームに用いられる補助同期信号の送信シーケンスと前記５番目のサブフレームに
用いられる補助同期信号の送信シーケンスとは異なる、
　請求項２５に記載のユーザ機器。
【請求項２８】
　前記同期手段は、ＬＴＥシステムのＰＳＳシーケンスから、前記０番目のサブフレーム
に用いられる補助同期信号の送信シーケンス及び前記５番目のサブフレームに用いられる
補助同期信号の送信シーケンスを選択する、
　請求項２７に記載のユーザ機器。
【請求項２９】
　基地局においてプログラムを実行する際に、コンピュータに、請求項１乃至６のいずれ
かに記載の異種ネットワークにおける同期の強化方法を前記基地局において実行させる、
　コンピュータ読み取り可能なプログラム。
【請求項３０】
　コンピュータに、請求項１乃至６のいずれかに記載の異種ネットワークにおける同期の
強化方法を基地局において実行させるためのコンピュータ読み取り可能なプログラムを記
録する、
　記録媒体。
【請求項３１】
　端末機器においてプログラムを実行する際に、コンピュータに、請求項７乃至１４に記
載の異種ネットワークにおける同期の強化方法を前記ユーザ機器において実行させる、
　コンピュータ読み取り可能なプログラム。
【請求項３２】
　コンピュータに、請求項７乃至１４に記載の異種ネットワークにおける同期の強化方法
をユーザ機器において実行させるためのコンピュータ読み取り可能なプログラムを記録す
る、
　記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信分野に関し、特に異種ネットワークにおける同期の強化方法及び装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰ（Third　Generation　Partnership　Project：第３世代パートナーシッププ
ロジェクト）のロングタームエボリューション（LTE：Long　Term　Evolution）は、従来
の同種ネットワークを使用し続け、六角形のセルラシステムにより構成されている。シス
テムの容量をさらに向上するため、次世代の無線通信システムである強化されたロングタ
ームエボリューション（LTE-Advanced）では異種ネットワーク（Heterogeneous　Network
）が導入されている。ＬＴＥ－Ａシステムは、マクロセル（Macro　Cell）、フェムトセ
ル（Femto　Cell）、ピコセル（Pico　Cell）、リモート無線ヘッド（ＲＲＨ）、リレー
（Relay）により構成されている。ＬＴＥ－Ａシステムは、新たな無線ノードを設置する
ことで、システムの容量を向上し、特別な領域のユーザにより良いサービスを提供し、シ
ステムの性能を最適化している。セルの多重化利得をさらに向上するため、セルの選択プ
ロセスにおいて、大きなオフセット値はセルの選択の際に用いられる。これによって、多
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くのＭａｃｒｏセルのユーザがＰｉｃｏセルによりサービングされることを確保し、異な
るセルにより時間周波数リソースを多重化することでシステム容量を向上する。一方、Ｐ
ｉｃｏセルのセル範囲拡張（CRE：Cell　Range　Expansion）領域のユーザは大きな干渉
を受け、ＣＲＥ領域のユーザの送信の信頼性を確保するための強化干渉コーディネーショ
ン（enhancement　interference　coordination）技術は必要となる。
【０００３】
　ほとんど空のサブフレーム（ABS：Almost　Blank　Subframe）方式は、MacroのＰｉｃ
ｏセルの情報送信に対する干渉を低減するために用いられることができるものであり、図
１に１つの例が示されている。ここで、Ｍａｃｒｏセルは１番目、３番目、５番目、７番
目及び９番目のサブフレームを空けておき、ＰｉｃｏセルはＭａｃｒｏセルの空のサブフ
レームに対応するサブフレームにおいてエッジユーザを優先的にスケジューリングして伝
送させ、他のサブフレームにおいて中央ユーザをスケジューリングして伝送させる。この
技術によれば、Ｐｉｃｏセルのユーザは確実に送信できる。セルの中央のユーザの多重化
が確保され、従来の同種ネットワークに比べてシステムの容量が向上される。しかし、Ａ
ＢＳでは、ＣＲＳ（Cell-specific　reference　signal：セル固有参照信号）／ＰＢＣＨ
（Physical　Broadcast　Channel：物理ブロードキャストチャネル）／ＰＳＳ（Primary
　Synchronization　Signal：プライマリ同期信号）／ＳＳＳ（Secondary　Synchronizat
ion　Signal：セカンダリ同期信号）／ＣＳＩ－ＲＳ（Channel　State　Information　Re
ference　Signal：チャネル状態情報参照信号）／ＳＩＢ１（System　Information　Bloc
k　1：システムブロードキャストシステム情報ブロック類型１）/Ｐａｇｉｎｇ（ページ
ング情報）は依然として送信される必要があり、Ｐｉｃｏセルに干渉を与えることがある
。強化干渉コーディネーション技術を使用しない、或いはＡＢＳ技術のみを使用する場合
、ＭａｃｒｏセルとＰｉｃｏセルとは同期チャネルが互いに重なって、互いに干渉を与え
る可能性がある。従って、ＰｉｃｏセルのＣＲＥ領域のユーザの同期に問題が生じ、信頼
性のある同期の及びシステム情報の伝送を実現する、強化された干渉コーディネーション
方法及び装置を提供する必要がある。
【０００４】
　現在、ＰＢＣＨ／ＰＳＳ／ＳＳＳの干渉の問題を解決するため、ＦＤＤ（Frequency　D
ivision　Duplexing：周波数分割複信）システムでは、サブフレームの平行移動（transl
ation）方式が提案されている。その主旨は、サブフレームの平行移動によりＭａｃｒｏ
セルとＰｉｃｏセルとのＰＢＣＨ／ＰＳＳ／ＳＳＳをずらし、ＰｉｃｏセルのＰＢＣＨ／
ＰＳＳ／ＳＳＳに対応するリソースにおいて、Ｍａｃｒｏセルがデータ情報を送信しない
ことで、ＰｉｃｏセルのＰＢＣＨ／ＰＳＳ／ＳＳＳに対する干渉を低減する。それは以下
の２つの方法で実現される。（１）ＰｉｃｏセルのＰＢＣＨ／ＰＳＳ／ＳＳＳのサブフレ
ームがＭａｃｒｏセルのＡＢＳサブフレームに対応し、且つＭａｃｒｏセルの０番目、５
番目のサブフレームでないようにする。（２）ＰｉｃｏセルのＰＢＣＨ／ＰＳＳ／ＳＳＳ
のリソースがＭａｃｒｏセルのＮｏｎ－ＡＢＳに対応し、且つＭａｃｒｏセルの対応リソ
ースがパンチング（punching）により情報を送信しないようにする。この２つの方法はＦ
ＤＤシステムの同期チャネルの干渉問題を解決できるが、ＴＤＤ（Time　Division　Dupl
exing：時分割複信）システムではシステムの同期を維持する必要があるため、サブフレ
ームの平行移動の方法を使用できない。一般的には、ＦＤＤシステム及びＴＤＤシステム
に共に適用できる方法は、より簡易であり、標準化の作業負荷を低減できるため、より魅
力的である。
【０００５】
　また、他の同期方法が提案されている。この方法では、Ｍａｃｒｏセルにアクセスでき
るＰｉｃｏセルのＣＲＥ領域のユーザは先ずＭａｃｒｏセルの同期チャネルを検出する。
ＭａｃｒｏセルはＰｉｃｏセルのＣＲＥ領域のユーザにシステム情報、例えばＰＢＣＨに
伝送されたシステム帯域幅情報、システムフレーム番号情報、ＰＨＩＣＨの持続時間及び
占有のリソース情報、使用されるアンテナポートの数情報、サイクリックプレフィクスの
類型情報、セルＩＤ情報などを送信する。そして、Ｍａｃｒｏセルにアクセス（接続）し
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ているＣＲＥ領域のユーザはＰｉｃｏセルへハンドオーバする。ハンドオーバの後、ＣＲ
Ｅ領域のユーザはＰＢＣＨ／ＰＳＳ／ＳＳＳを検出することなく一部の同期情報を取得で
きる。この方法は、ＦＤＤシステム及びＴＤＤシステムに適用できるが、シンボル同期及
びサブフレーム同期の問題は依然として解決されていない。
【０００６】
　なお、背景技術に関する上記の説明は、単なる本発明の技術案をより明確、完全に説明
するためのものであり、当業者を理解させるために説明するものであり。これら技術案が
本発明の背景技術の部分に説明されているから当業者にとって周知の技術であると解釈し
てはならない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の実施例は、上位層のシグナリング指示と補助同期信号とを結合することでＰｉ
ｃｏセルのＣＲＥ領域のユーザを同期させる、異種ネットワークにおける同期の強化方法
及び装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の実施例の一の態様では、ピコセルの基地局は、補助同期信号を送信するステッ
プと、前記基地局は、セル範囲拡張（ＣＲＥ）領域のユーザ機器が前記ピコセルにアクセ
スする際に前記補助同期信号に基づいてシンボル同期及びフレーム同期を行うように、前
記ユーザ機器に前記補助同期信号を検出させるように通知するステップと、を含み、前記
補助同期信号の送信間隔は１０ｍｓ又は５ｍｓであり、前記補助同期信号は各送信フレー
ムの０番目のサブフレーム及び／又は５番目のサブフレームに位置する、異種ネットワー
クにおける同期の強化方法、を提供する。
【０００９】
　本発明の実施例の他の態様では、ユーザ機器は、マクロセルにより送信されたピコセル
の関連情報に基づいて前記ピコセルにハンドオーバするステップと、ユーザ機器は、前記
ピコセルにより送信された通知メッセージに基づいて前記ピコセルにより送信された補助
同期信号を検出するステップと、ユーザ機器は、前記ピコセルにより送信された補助同期
信号に基づいてシンボル同期及びフレーム同期を行うステップと、を含み、前記補助同期
信号の送信間隔は１０ｍｓ又は５ｍｓであり、前記補助同期信号は各送信フレームの０番
目のサブフレーム及び／又は５番目のサブフレームに位置する、異種ネットワークにおけ
る同期の強化方法、を提供する。
【００１０】
　本発明の実施例の他の態様では、補助同期信号を送信する送信手段と、前記基地局は、
セル範囲拡張（ＣＲＥ）領域のユーザ機器が前記ピコセルにアクセスする際に前記補助同
期信号に基づいてシンボル同期及びフレーム同期を行うように、前記ユーザ機器に前記補
助同期信号を検出させるように通知する通知手段と、を含み、前記補助同期信号の送信間
隔は１０ｍｓ又は５ｍｓであり、前記補助同期信号は各送信フレームの０番目のサブフレ
ーム及び／又は５番目のサブフレームに位置する、基地局、を提供する。
【００１１】
　本発明の実施例の他の態様では、マクロセルにより送信されたピコセルの関連情報に基
づいて前記ピコセルにハンドオーバするハンドオーバ手段と、前記ピコセルにより送信さ
れた通知メッセージに基づいて前記ピコセルにより送信された補助同期信号を検出する検
出手段と、前記ピコセルにより送信された補助同期信号に基づいてシンボル同期及びフレ
ーム同期を行う同期手段と、を含み、前記補助同期信号の送信間隔は１０ｍｓ又は５ｍｓ
であり、前記補助同期信号は各送信フレームの０番目のサブフレーム及び／又は５番目の
サブフレームに位置する、ユーザ機器、を提供する。
【００１２】
　本発明の実施例の他の態様では、基地局においてプログラムを実行する際に、コンピュ
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ータに、上記の異種ネットワークにおける同期の強化方法を前記基地局において実行させ
る、コンピュータ読み取り可能なプログラム、を提供する。
【００１３】
　本発明の実施例の他の態様では、コンピュータに、上記の異種ネットワークにおける同
期の強化方法を基地局において実行させるためのコンピュータ読み取り可能なプログラム
を記録する、記録媒体、を提供する。
【００１４】
　本発明の実施例の他の態様では、端末機器においてプログラムを実行する際に、コンピ
ュータに、上記の異種ネットワークにおける同期の強化方法を前記ユーザ機器において実
行させる、コンピュータ読み取り可能なプログラム、を提供する。
【００１５】
　本発明の実施例の他の態様では、コンピュータに、上記の異種ネットワークにおける同
期の強化方法をユーザ機器において実行させるためのコンピュータ読み取り可能なプログ
ラムを記録する、記録媒体、を提供する。
【００１６】
　本発明の実施例の有益な効果としては、上位層のシグナリング指示と補助同期信号とを
結合することでＰｉｃｏセルのＣＲＥ領域のユーザを同期させ、小さい時間周波数リソー
スのオーバーヘッドで互換性を確保すると共に、システム性能の要求を満足する。
【００１７】
　下記の説明及び図面に示すように、本発明の特定の実施形態が詳細に開示され、本発明
の原理を採用できる方式が示される。なお、本発明の実施形態の範囲はこれらに限定され
ない。本発明の実施形態は、添付される特許請求の範囲の要旨及び項目の範囲内において
、変更されたもの、修正されたもの及び均等的なものを含む。
【００１８】
　１つの実施形態に記載された特徴及び／又は示された特徴は、同一又は類似の方式で１
つ又はさらに多くの他の実施形態で用いられてもよいし、他の実施形態における特徴と組
み合わせてもよいし、他の実施形態における特徴に代わってもよい。
【００１９】
　なお、本文では、用語「包括／含む／有する」は、特徴、部材、ステップ又はコンポー
ネントが存在することを指し、一つ又は複数の他の特徴、部材、ステップ又はコンポーネ
ントの存在又は付加を排除しない。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
　本発明の多くの態様は、以下の図面を参照しながら理解できる。図面における素子は比
例に応じて記載されたものではなく、本発明の原理を示すためのものである。本発明の一
部分を示す又は記載するため、図面における対応部分は拡大或いは縮小される可能性があ
る。本発明の１つの図面及び１つの実施形態に記載された要素及び特徴は、１つ又はさら
に多くの図面又は実施形態に示された要素及び特徴と組み合わせてもよい。また、図面に
おいて、類似の符号は複数の図面における対応する素子を示し、１つ以上の実施形態に用
いられる対応素子を示してもよい。
【図１】ＡＢＳ案の模式図である。
【図２】ＬＴＥシステムの同期チャネルの送信位置の模式図である。
【図３】Ｍａｃｒｏ－Ｐｉｃｏシナリオの模式図である。
【図４】本発明の実施例に係る異種ネットワークにおける同期の強化方法のフローチャー
トである。
【図５】ＦＤＤシステムにおける補助同期信号の送信間隔が１０ｍｓの場合の送信位置を
示す図である。
【図６】ＦＤＤシステムにおける補助同期信号の送信間隔が５ｍｓの場合の１つの例を示
す図である。
【図７】ＦＤＤシステムにおける補助同期信号の送信間隔が５ｍｓの場合のもう１つの例
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を示す図である。
【図８】ＦＤＤシステム及びＴＤＤシステムに汎用の補助同期信号の送信間隔が５ｍｓの
場合のもう１つの例を示す図である。
【図９】本発明の他の実施例に係る異種ネットワークにおける同期の強化方法のフローチ
ャートである。
【図１０】本発明の実施例に係る基地局の構成を示す図である。
【図１１】本発明の実施例に係るユーザ機器の構成を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、図面を参照しながら本発明の各実施形態を説明する。これらの実施形態は、単な
る例示的なものであり、本発明を限定するものではない。なお、当業者に本発明の原理及
び実施形態を容易に理解させるため、本発明の実施形態ではＬＴＥシステムにおけるＭａ
ｃｒｏ－Ｐｉｃｏ異種ネットワークを例として説明しているが、本発明の実施例はこの異
種ネットワークに限定されず、他の異種ネットワーク、例えばＭａｃｒｏ－Ｆｅｍｔｏの
場合にも適用してもよい。また、キャリアアグリゲーションに基づく干渉コーディネーシ
ョン方式では、セカンダリキャリアのサブフレーム及びシンボル同期に本発明と類似する
方式を採用してもよい。特に、セカンダリキャリア内にＣＲＳ信号がない場合、本発明と
類似する方式を用いてそのサブフレーム及びシンボルの同期の問題を解決する必要がある
。
【００２２】
　図２は、ＬＴＥシステムの同期チャネル（ＰＳＳ／ＳＳＳ）及びブロードキャストチャ
ネル（ＰＢＣＨ）の送信位置の模式図である。
【００２３】
　現在、ＬＴＥシステムでは、同期チャネル（ＰＳＳ／ＳＳＳ）を検出するのは以下の機
能を実現できる。（１）システムの時間、周波数の同期を実現し、ここで、時間の同期は
シンボル同期及びフレーム同期を含む。（２）システムのサイクリックプレフィックスの
長さを取得する。（３）システムの物理セルのＩＤ（Ｃｅｌｌ－ＩＤ）を取得する。ＰＳ
Ｓ検出により、ユーザ側は、（１）システムのシンボル同期、（２）セルのＣｅｌｌ－Ｉ
Ｄセット内の具体的なセルＩＤ、及び（３）ＳＳＳにコヒーレント検出を提供するための
推定チャネルを取得できる。ＳＳＳ検出により、ユーザ側は、（１）システムのサブフレ
ームレベルの同期、（２）セルのサイクリックプレフィックスの類型、及び（３）セルＣ
ｅｌｌ－ＩＤのグループ番号を取得できる。ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）を検
出することにより、（１）ダウンリンクのシステム帯域幅、（２）システムのフレーム番
号、ＰＨＩＣＨの持続時間及び占有リソース、及び（４）アンテナポートの数を含む、一
部のシステム情報を取得できる。
【００２４】
　ＦＤＤ／ＴＤＤシステムにおけるＰＳＳ／ＳＳＳ／ＰＢＣＨの物理位置は図２に示され
ている。周波数領域において、ＰＳＳ／ＳＳＳ／ＰＢＣＨはシステムの中央の６つのリソ
ースブロックを占有し、時間領域において、ＰＢＣＨの送信間隔（送信周期）は１０ｍｓ
であり、各送信フレームの０番目のサブフレームの７～１０番目のＯＦＤＭシンボルを占
有し、各ＰＢＣＨデータブロックは４回繰り返して送信し、システム情報の送信の信頼性
を確保する。ＰＳＳ／ＳＳＳの送信間隔は５ｍｓであり、２段の構造により同期チャネル
の送信の信頼性を実現し、同期の時間の取得及びシステムの要求の満足を確保する。ＦＤ
Ｄシステムでは、プライマリ同期信号（ＰＳＳ）は各送信フレームの０番目、５番目のサ
ブフレームの６番目のＯＦＤＭシンボルを占有し、セカンダリ同期信号（ＳＳＳ）は各送
信フレームの０番目、５番目のサブフレームの５番目のＯＦＤＭシンボルを占有する。Ｔ
ＤＤシステムでは、プライマリ同期信号（ＰＳＳ）は各送信フレームの１番目のサブフレ
ーム（特別サブフレーム）の２番目のＯＦＤＭシンボルを占有し、セカンダリ同期信号（
ＳＳＳ）は各送信フレームの０番目のサブフレームの１３番目のＯＦＤＭシンボルを占有
する。



(11) JP 2014-533902 A 2014.12.15

10

20

30

40

50

【００２５】
　図２のＴＤＤシステムでは、ＧＰ（Guard　Part：ガード間隔）及びＵｐＰＴＳ（Uplin
k　Pilot　Time　Slot：アップリンクパイロットタイムスロット）をさらに含み、ＵｐＰ
ＴＳに対応して、ＤｗＰＴＳ（Downlink　Pilot　Time　Slot：ダウンリンクパイロット
タイムスロット）がさらに存在する。
【００２６】
　図３は、Ｍａｃｒｏ－Ｐｉｃｏシナリオの模式図である。図３に示すように、Ｐｉｃｏ
セルのＣＲＥ領域のユーザは、Ｍａｃｒｏセルの大きな干渉を受けているため、強化され
た干渉コーディネーション技術によりＣＲＥユーザの送信の信頼性を確保する必要がある
。
【００２７】
　以下、図面を参照しながら、本発明の実施例に係る異種ネットワークにおける同期の強
化方法を説明する。
【００２８】
　＜実施例１＞
　本発明の実施例は、異種ネットワークにおける同期の強化方法を提供する。図４は、該
異種ネットワークにおける同期の強化方法のフローチャートである。図４に示すように、
該方法は以下のステップを含む。
【００２９】
　ステップ４０１：ピコセルの基地局は補助同期信号を送信する。補助同期信号の送信間
隔は１０ｍｓ又は５ｍｓであり、補助同期信号は各送信フレームの０番目のサブフレーム
及び／又は５番目のサブフレームに位置する。
【００３０】
　ステップ４０２：基地局は、セル範囲拡張（ＣＲＥ）領域のユーザ機器がピコセルにア
クセスする際に補助同期信号に基づいてシンボル同期及びフレーム同期を行うように、ユ
ーザ機器に補助同期信号を検出させるように通知する。
【００３１】
　本実施例では、ユーザ機器はＰｉｃｏセルのＣＲＥ領域に起動する際に、ＬＴＥのＰＳ
Ｓ／ＳＳＳを検出し、Ｍａｃｒｏセルとの同期を取得して、Ｍａｃｒｏセルとのダウンリ
ンク接続を確立し、Ｍａｃｒｏセルは上位層シグナリングを介してユーザ機器にＰｉｃｏ
セルの関連情報（システムメッセージ及び同期関連情報）を通知する。ここで、関連情報
は、ＰＢＣＨに送信されるシステムの帯域幅情報、システムのフレーム番号情報、ＰＨＩ
ＣＨの持続時間及び占有リソース情報、使用されるアンテナポート数情報、サイクリック
プレフィックスの類型情報、及びセルＩＤ情報などを含む。そして、Ｍａｃｒｏセルはユ
ーザ機器にＰｉｃｏセルへのハンドオーバを通知し、ＰｉｃｏセルのｅＮＢへ対応するユ
ーザ情報を転送する。ＰｉｃｏセルのｅＮＢはその送信フレームを介して補助同期信号（
ASS：Auxiliary　Synchronization　Signal）を送信し、そのＣＲＥ領域のユーザ機器に
補助同期信号を検出するように通知する。ＰｉｃｏセルのＣＲＥ領域のユーザ機器は、Ｐ
ｉｃｏセルにハンドオーバし、ＰｉｃｏセルのｅＮＢにより送信された補助同期信号を検
出することでシンボル同期及びフレーム同期を取得する。必要に応じて、Ｐｉｃｏセルの
ｅＮＢは上位層シグナリングを介してＣＲＥ領域のユーザ機器に上記の関連情報を再送す
る。
【００３２】
　本実施例では、基地局がＣＲＥ領域のユーザ機器へ補助同期信号の検出を通知する方法
は特に限定されず、例えば基地局は専用の上位層シグナリングでユーザ機器による補助同
期信号の検出をトリガしてもよいし、潜在的な（ＣＲＥ領域のユーザ機器に送信されたシ
グナリングに該通知が黙示的に含まれる）方式で、ＣＲＥ領域のユーザ機器に該補助同期
信号の検出を通知してもよい。
【００３３】
　本実施例では、複数レベルの構造（ＰＳＳとＳＳＳ）を必要なく、単一レベルの同期チ



(12) JP 2014-533902 A 2014.12.15

10

20

30

40

50

ャネル（補助同期信号）により同期機能を実現できる。ＬＴＥシステムの同期チャネルに
比べて、補助同期信号は、その機能が簡略化され、シンボル同期及びフレーム同期のみを
実現し、Ｃｅｌｌ－ＩＤに関連する検出作業を行わないものである。
【００３４】
　本実施例では、補助同期信号の送信間隔は、ＰＢＣＨの送信間隔と同じように１０ｍｓ
であってもよいし、ＰＳＳ／ＳＳＳの送信間隔と同じように５ｍｓであってもよい。補助
同期信号の具体的な位置は、各送信フレームの０番目のサブフレーム及び／又は５番目の
サブフレームに位置してもよい。これによって、同期取得の時間及びシステムのカバー範
囲を確保でき、少ない時間周波数リソースのオーバーヘッドでシステム容量の損失を低減
でき、システムの互換性を確保できる。また、ある実施例では、ＦＤＤシステム及びＴＤ
Ｄシステムに共に適用する同期方式を提供できる。
【００３５】
　１つの実施例では、基地局の元の信号の送信に影響を与えなく、基地局の元の信号の干
渉を受けないため、好適には、補助同期信号は、各送信フレームの０番目のサブフレーム
及び／又は５番目のサブフレームにおける、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ
）、セル固有参照信号（ＣＲＳ）、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）、プライ
マリ同期信号（ＰＳＳ）及びセカンダリ同期信号（ＳＳＳ）と衝突しない直交周波数分割
多重（ＯＦＤＭ）シンボルに位置する。
【００３６】
　１つの実施例では、補助同期信号の送信間隔が１０ｍｓである場合、補助同期信号の送
信可能な送信位置は、周波数領域において、ＰＳＳ／ＳＳＳ／ＰＢＣＨと同じように、中
央の５つのリソースブロックのままであり、時間領域において、各送信フレームの０番目
のサブフレームの１２番目若しくは１３番目のＯＦＤＭシンボル、又は各送信フレームの
５番目のサブフレームの９番目、１０番目、１２番目若しくは１３番目のＯＦＤＭシンボ
ルに位置する。よって、ユーザ機器は補助同期信号の送信位置に基づいてシンボル同期及
びフレーム同期を行うことができる。
【００３７】
　図５に示すように、上記の位置において補助同期信号を送信することで、ＣＲＳにより
占有されたＯＦＤＭシンボルとの衝突を回避でき、ＭａｃｒｏセルのＣＲＳのＰｉｃｏセ
ルの同期チャネルへの影響を低減できる。各送信フレームの０番目又は５番目のサブフレ
ームにおいて補助同期信号を送信することで、Ｍａｃｒｏセルの０番目及び５番目のサブ
フレームを除く中央の６つのリソースブロックの影響を低減でき、スケジューリングへの
影響を低減できる。また、ＤＭ－ＲＳ（De　Modulation　Reference　Signal：復調参照
信号）を用いて復調する場合、各送信フレームの５番目のサブフレームの９番目又は１０
番目のＯＦＤＭシンボルで補助同期信号を送信する必要があり、そうでないと、補助同期
信号と中央の６つのリソースブロックとは衝突し、ＤＭ－ＲＳ又は補助同期信号の性能に
影響を与えることがある。ＣＲＳを用いて復調する場合、上記のような制限がない。例え
ば、ＤＭ－ＲＳを用いて復調する場合、補助同期信号に対してパンチング（punching）処
理を行うと、同期の性能は深刻な影響を受けることになり、ＤＭ－ＲＳに対してパンチン
グ処理を行うと、周波数領域における中央の６つのリソースブロックのＤＭ－ＲＳが送信
しなく、チャネル推定に用いられないことをユーザに通知する必要がある。
【００３８】
　また、図２に示すように、ＴＤＤシステムでは、各送信フレームの０番目及び５番目の
サブフレームの１３番目のＯＦＤＭシンボルでＳＳＳを送信するため、ＴＤＤシステム及
びＦＤＤシステムの統一の同期解決方式を考慮する場合、各送信フレームの０番目又は５
番目のサブフレームの１３番目のＯＦＤＭシンボルで補助同期信号を送信できない。従っ
て、この場合は、補助同期信号は各送信フレームの０番目のサブフレームの１２番目のＯ
ＦＤＭシンボル、又は各送信フレームの５番目のサブフレームの９番目、１０番目若しく
は１２番目のＯＦＤＭシンボルで送信されてもよい。
【００３９】
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　もう１つの実施例では、補助同期信号の送信間隔は５ｍｓである。この場合は、ＬＴＥ
システムはプライマリ同期信号（ＰＳＳ）、セカンダリ同期信号（ＳＳＳ）という２段構
造により異なる同期を実現し、本発明の実施例の補助同期信号は、単一のチャネルのみで
シンボルレベルの同期及びフレームレベルの同期を実現する。本実施例では、２つの方法
を提供して、シンボル同期及びフレーム同期を実現し、説明は以下の通りである。
【００４０】
　図６は、補助同期信号の送信間隔が５ｍｓの場合の１つの例を示す図である。図６に示
すように、この例では、補助同期信号の送信位置は、周波数領域において、ＰＳＳ／ＳＳ
Ｓ／ＰＢＣＨと同じように、中央の６つのリソースブロックのままであり、時間領域にお
いて、各送信フレームの０番目のサブフレームの１２番目又は１３番目のＯＦＤＭシンボ
ル、及び各送信フレームの５番目のサブフレームの９番目、１０番目、１２番目又は１３
番目のＯＦＤＭシンボルに位置してもよく、補助同期信号は０番目のサブフレームに用い
られるＯＦＤＭシンボルのシーケンス番号と５番目のサブフレームに用いられるＯＦＤＭ
シンボルのシーケンス番号とが異なる。
【００４１】
　本実施例では、補助同期信号の送信間隔は５ｍｓであり、補助同期信号が各送信フレー
ムの０番目及び５番目のサブフレームの異なるＯＦＤＭシンボルシーケンス番号で送信さ
れる。この際に、ユーザ機器は直接補助同期信号の送信シーケンスに基づいてシンボル同
期を行い、補助同期信号のＬＴＥシステムの同期信号との相対的な位置に基づいてフレー
ム同期を行うことができる。
【００４２】
　例えば、図６に示すように、補助同期信号は各送信フレームの０番目のサブフレームの
１３番目ＯＦＤＭシンボル及び５番目のサブフレームの１２番目のＯＦＤＭシンボルにお
いて送信される。この場合に、シンボル同期を行う際に、直接上記のサブフレームの補助
同期信号の送信シーケンスに基づいてシンボル同期を行ってもよく、本実施例の補助同期
信号の送信シーケンスが限定されない。フレーム同期を行う際に、補助同期信号の各送信
フレームの０番目のサブフレーム及び５番目のサブフレームにある位置が異なるため、Ｌ
ＴＥシステムの同期信号（ＰＳＳ又はＳＳＳ）との相対的な位置も異なる。例えば、補助
同期信号の０番目のサブフレームにある位置とＰＳＳとは６つのＯＦＤＭシンボルの差が
あり、補助同期信号の５番目のサブフレームにある位置とＰＳＳとは５つのＯＦＤＭシン
ボルの差があり、この異なる相対的な位置に基づいてフレーム同期を行うことができる。
【００４３】
　好ましくは、ＴＤＤシステムでは、０番目のサブフレーム及び５番目のサブフレームの
最後のＯＦＤＭシンボル（１３番目のＯＦＤＭシンボル、図２参照）はＳＳＳの送信のた
めに用いられるため、ＦＤＤシステム及びＴＤＤシステムに共通する同期方式は、各送信
フレームの０番目のサブフレームの１２番目のＯＦＤＭシンボル、及び５番目のサブフレ
ームの９、１０又は１２番目のシンボルであり、且つ０番目のサブフレームに用いられる
ＯＦＤＭシンボルの番号と異なるＯＦＤＭシンボルにおいて補助同期信号を送信する。
【００４４】
　図７及び図８は、ＦＤＤシステムにおける補助同期信号の送信間隔が５ｍｓの場合のも
う１つの例を示す図である。図７及び図８に示すように、この例では、補助同期信号の可
能な送信位置は、周波数領域において、ＰＳＳ／ＳＳＳ／ＰＢＣＨと同じように、中央の
６つのリソースブロックのままであり、時間領域において、各送信フレームの０番目のサ
ブフレーム及び５番目のサブフレームの１２番目又は１３番目のＯＦＤＭシンボルであっ
てもよい。
【００４５】
　本実施例では、補助同期信号は各送信フレームの０番目のサブフレーム及び５番目のサ
ブフレームの同じＯＦＤＭシンボル番号において送信される。この際に、ユーザ機器は補
助同期信号の送信シーケンスに基づいてシンボル同期を行う、即ち補助同期信号の０番目
のサブフレーム及び５番目のサブフレームにおける異なる送信シーケンスに基づいてフレ
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ーム同期を行う。
【００４６】
　例えば、図７に示すように、補助同期信号は各送信フレームの０番目のサブフレームの
１３番目のＯＦＤＭシンボル及び５番目のサブフレームの１３番目のＯＦＤＭシンボルに
おいて送信される、或いは、図８に示すように、補助同期信号は各送信フレームの０番目
のサブフレームの１２番目のＯＦＤＭシンボル及び５番目のサブフレームの１２番目のＯ
ＦＤＭシンボルにおいて送信される。この際に、ユーザ機器は、０番目のサブフレーム及
び５番目のサブフレームの補助同期信号の異なる送信シーケンスを使用すればよく、補助
同期信号の異なる送信シーケンスのブラインド関連検出（blind　related　detection）
によりフレーム同期を実現できる。
【００４７】
　本実施例では、用いられる補助同期信号の異なる送信シーケンスは２つの方法がある。
第１の方法は、各送信フレームの０番目のサブフレームはＬＴＥシステムのＰＳＳシーケ
ンスを用い、例えばｕ＝２５、２９又は３４のシーケンスを０番目のサブフレームの補助
同期信号の送信シーケンスとして用い、５番目のサブフレームはｕ＝２５、２９、３４に
より生成された３つのシーケンスに共によい相互的な関連性を有するｕ値、例えばｕ＝１
９を用いる。このｕ値により生成されたシーケンスを５番目のサブフレームの補助同期信
号の送信シーケンスとして用い、即ちＬＴＥシステムにおけるＰＳＳシーケンスと関連性
の低いシーケンスを５番目のサブフレームの送信シーケンスとして用いる。第２の方法は
、各送信フレームの０番目のサブフレーム及び５番目のサブフレームは固定の送信シーケ
ンスを用い、好ましくは、０番目のサブフレームに用いられる補助同期信号の送信シーケ
ンス及び５番目のサブフレームに用いられる補助同期信号の送信シーケンスは、ＬＴＥシ
ステムのＰＳＳシーケンスから選択される。例えば、０番目のサブフレームはｕ＝２９に
より生成された補助同期信号の送信シーケンスを固定的に用い、５番目のサブフレームは
ｕ＝３４により生成された補助同期信号の送信シーケンスを固定的に用いる。
【００４８】
　好ましくは、ＴＤＤシステムでは、０番目のサブフレーム及び５番目のサブフレームの
最後のＯＦＤＭシンボル（１３番目のＯＦＤＭシンボル、図２参照）はＳＳＳの送信に用
いられるため、ＦＤＤシステム及びＴＤＤシステムに共通の同期方式は、図８に示すよう
に、各送信フレームの０番目のサブフレーム及び５番目のサブフレームの１２番目のＯＦ
ＤＭシンボルのみにおいて補助同期信号を送信する。
【００４９】
　本実施例に係る方法によれば、以下の効果を奏しえる。（１）性能の要求、例えば同期
取得の時間、システムのカバー範囲を確保できる。（２）時間周波数リソースのオーバー
ヘッドが小さく、Ｐｉｃｏセルが補助同期信号に対応するリソースにおいて補助同期信号
を送信し、ＭａｃｒｏセルがＰｉｃｏセルの補助同期チャネルに対応するリソースにおい
て情報を送信しないため、本実施例は少ない時間周波数リソースのオーバーヘッドを用い
、システム容量の損失を低減する。（３）互換性を確保し、Ｐｉｃｏセルの補助同期チャ
ネルを増加して、ＰｉｃｏセルのＲｅｌ．８／９／１０のユーザの同期に影響を与えなく
、Ｍａｃｒｏセルのユーザの同期に影響を与えない。（４）一部の同期方式では、ＦＤＤ
システムとＴＤＤシステムに共に適用できる。
【００５０】
　本実施例では、Ｍａｃｒｏ－Ｐｉｃｏの異種ネットワークの干渉コーディネーションを
例として説明しているが、キャリアアグリゲーションに基づく、強化されたセル間干渉コ
ーディネーションの方式では、セカンダリキャリアによりプライマリキャリアを補助して
データを送信する必要がある。この場合、セカンダリキャリアのサブフレーム及びシンボ
ル同期についても、本発明の実施例に係る方法と類似する方法を用いてもよい。その問題
を解決するための原理と本発明の実施例と類似するため、ここにその説明を省略される。
【００５１】
　実施例１では、Ｐｉｃｏセルの基地局側の異種ネットワークにおける同期の強化方法を
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説明しているが、以下、実施例２では、ユーザ機器側の異種ネットワークにおける同期の
強化方法を説明する。実施例２の実施例１と重複する部分について、実施例１の内容を参
照できる。
【００５２】
　＜実施例２＞
　本発明の実施例は、異種ネットワークにおける同期の強化方法をさらに提供する。図９
は、該方法のフローチャートである。図９に示すように、該方法は以下のステップを含む
。
【００５３】
　ステップ９０１：ユーザ機器は、マクロセルにより送信されたピコセルの関連情報に基
づいてピコセルにハンドオーバする。
【００５４】
　ステップ９０２：ユーザ機器は、ピコセルにより送信された通知メッセージに基づいて
ピコセルにより送信された補助同期信号を検出する。補助同期信号の送信間隔は１０ｍｓ
又は５ｍｓであり、補助同期信号は各送信フレームの０番目のサブフレーム及び／又は５
番目のサブフレームに位置する。
【００５５】
　ステップ９０３：ユーザ機器は、ピコセルにより送信された補助同期信号に基づいてシ
ンボル同期及びフレーム同期を行う。
【００５６】
　本実施例では、補助同期信号は、各送信フレームの０番目のサブフレーム及び／又は５
番目のサブフレームにおける、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、セル固有
参照信号（ＣＲＳ）、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）、プライマリ同期信号
（ＰＳＳ）及びセカンダリ同期信号（ＳＳＳ）と衝突しない直交周波数分割多重（ＯＦＤ
Ｍ）シンボルに位置する。
【００５７】
　１つの実施例では、補助同期信号の送信間隔が１０ｍｓである場合、補助同期信号は、
各送信フレームの０番目のサブフレームの１２番目若しくは１３番目のＯＦＤＭシンボル
、又は各送信フレームの５番目のサブフレームの９番目、１０番目、１２番目若しくは１
３番目のＯＦＤＭシンボルに位置する。これによって、ユーザ機器は、補助同期信号の送
信位置に基づいてシンボル同期及びフレーム同期を行うことができる。
【００５８】
　好ましくは、補助同期信号の送信間隔が１０ｍｓである場合、補助同期信号は、各送信
フレームの０番目のサブフレームの１２番目のＯＦＤＭシンボル、又は各送信フレームの
５番目のサブフレームの９番目、１０番目若しくは１２番目のＯＦＤＭシンボルに位置す
る。これによって、ＦＤＤシステムに適用できると共に、ＴＤＤシステムに適用できる。
【００５９】
　もう１つの実施例では、補助同期信号の送信間隔が５ｍｓである場合、補助同期信号は
、各送信フレームの０番目のサブフレームの１２番目又は１３番目のＯＦＤＭシンボル、
及び各送信フレームの５番目のサブフレームの９番目、１０番目、１２番目又は１３番目
のＯＦＤＭシンボルに位置し、補助同期信号の０番目のサブフレームに用いられるＯＦＤ
Ｍシンボルのシーケンス番号と５番目のサブフレームに用いられるＯＦＤＭシンボルのシ
ーケンス番号とが異なる。これによって、ユーザ機器は、補助同期信号の送信シーケンス
に基づいてシンボル同期を行い、補助同期信号のＬＴＥシステムの同期信号との相対的な
位置に基づいてフレーム同期を行うことができる。
【００６０】
　好ましくは、補助同期信号の送信間隔が５ｍｓである場合、補助同期信号は、各送信フ
レームの０番目のサブフレームの１２番目、及び各送信フレームの５番目のサブフレーム
の９番目、１０番目又は１２番目のＯＦＤＭシンボルに位置する。補助同期信号の０番目
のサブフレームに用いられるＯＦＤＭシンボルのシーケンス番号と５番目のサブフレーム
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に用いられるＯＦＤＭシンボルのシーケンス番号とは異なる。これによって、ＦＤＤシス
テムに適用できると共に、ＴＤＤシステムに適用できる。
【００６１】
　もう１つの実施例では、補助同期信号の送信間隔が５ｍｓである場合、補助同期信号は
、各送信フレームの０番目のサブフレーム及び５番目のサブフレームの１２番目又は１３
番目のＯＦＤＭシンボルに位置する。これによって、ユーザ機器は、補助同期信号の送信
シーケンスに基づいてシンボル同期を行い、補助同期信号の各送信フレームの０番目のサ
ブフレーム及び５番目のサブフレームにおける異なる送信シーケンスに基づいてフレーム
同期を行うことができる。
【００６２】
　好ましくは、補助同期信号の送信間隔が５ｍｓである場合、補助同期信号は、各送信フ
レームの０番目及び５番目のサブフレームの１２番目のＯＦＤＭシンボルに位置する。こ
れによって、ＦＤＤシステムに適用できると共に、ＴＤＤシステムに適用できる。
【００６３】
　この実施例の１つの態様では、ユーザ機器は、ＬＴＥシステムにおけるＰＳＳシーケン
スを各送信フレームの０番目のサブフレームにおける補助同期信号の送信シーケンスとし
て用い、例えばｕ＝２５、２９又は３４のシーケンスを０番目のサブフレームの補助同期
信号の送信シーケンスとして用いてもよい。例えばｕ＝２５、２９、３４により生成され
た３つのシーケンスに共によい相互的な関連性を有するｕ値、例えばｕ＝１９を用い、こ
のｕ値により生成されたシーケンスを５番目のサブフレームの補助同期信号の送信シーケ
ンスとして用い、即ちＬＴＥシステムにおけるＰＳＳシーケンスと関連性の低い同期信号
のシーケンスを各送信フレームの５番目のサブフレームの送信シーケンスとして用いても
よい。
【００６４】
　この実施例のもう１つの態様では、ユーザ機器は、固定の同期チャネルシーケンスを各
送信フレームの０番目のサブフレーム及び５番目のサブフレームにおける補助同期信号と
してそれぞれ用いてもよく、０番目のサブフレームに用いられる補助同期信号の送信シー
ケンスと５番目のサブフレームに用いられる補助同期信号の送信シーケンスとは異なる。
好ましくは、０番目のサブフレームに用いられる補助同期信号の送信シーケンス及び５番
目のサブフレームに用いられる補助同期信号の送信シーケンスは、ＬＴＥシステムのＰＳ
Ｓシーケンスから選択される。例えば、０番目のサブフレームはｕ＝２９により生成され
た補助同期信号の送信シーケンスを用い、５番目のサブフレームはｕ＝３４により生成さ
れた補助同期信号の送信シーケンスを用いる。
【００６５】
　本実施例に係る方法によれば、以下の効果を奏しえる。（１）性能の要求、例えば同期
取得の時間、システムのカバー範囲を確保できる。（２）時間周波数リソースのオーバー
ヘッドが小さく、Ｐｉｃｏセルが補助同期信号に対応するリソースにおいて補助同期信号
を送信し、ＭａｃｒｏセルがＰｉｃｏセルの補助同期チャネルに対応するリソースにおい
て情報を送信しないため、本実施例は少ない時間周波数リソースのオーバーヘッドを用い
、システム容量の損失を低減する。（３）互換性を確保し、Ｐｉｃｏセルの補助同期チャ
ネルを増加して、ＰｉｃｏセルのＲｅｌ．８／９／１０のユーザの同期に影響を与えなく
、Ｍａｃｒｏセルのユーザの同期に影響を与えない。（４）一部の同期方式では、ＦＤＤ
システムとＴＤＤシステムに共に適用できる。
【００６６】
　実施例３に述べるように、本発明の実施例は基地局をさらに提供する。該基地局の問題
解決の原理は、上記実施例１の異種ネットワークにおける同期の強化方法と類似するため
、該基地局の実施は方法の実施を参照でき、重複する部分の説明は省略される。
【００６７】
　＜実施例３＞
　本発明の実施例は、異種ネットワークにおけるピコセルの基地局をさらに提供する。図
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１０は、該基地局の構成を示す図である。図１０に示すように、該基地局は、送信部１０
０１及び通知部１００２を含む。
【００６８】
　送信部１００１は、補助同期信号を送信する。補助同期信号の送信間隔は１０ｍｓ又は
５ｍｓであり、補助同期信号は各送信フレームの０番目のサブフレーム及び／又は５番目
のサブフレームに位置する。
【００６９】
　通知部１００２は、セル範囲拡張（ＣＲＥ）領域のユーザ機器がピコセルにアクセスす
る際に補助同期信号に基づいてシンボル同期及びフレーム同期を行うように、ユーザ機器
に補助同期信号を検出させるように通知する。
【００７０】
　本実施例では、補助同期信号は、各送信フレームの０番目のサブフレーム及び／又は５
番目のサブフレームにおける、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、セル固有
参照信号（ＣＲＳ）、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）、プライマリ同期信号
（ＰＳＳ）及びセカンダリ同期信号（ＳＳＳ）と衝突しない直交周波数分割多重（ＯＦＤ
Ｍ）シンボルに位置する。
【００７１】
　１つの実施例では、補助同期信号の送信間隔が１０ｍｓである場合、補助同期信号は、
ユーザ機器が補助同期信号の送信位置に基づいてシンボル同期及びフレーム同期を行うよ
うに、各送信フレームの０番目のサブフレームの１２番目若しくは１３番目のＯＦＤＭシ
ンボル、又は各送信フレームの５番目のサブフレームの９番目、１０番目、１２番目若し
くは１３番目のＯＦＤＭシンボルに位置する。好ましくは、補助同期信号は、ＦＤＤシス
テム及びＴＤＤシステムに共に適用するように、各送信フレームの０番目のサブフレーム
の１２番目のＯＦＤＭシンボル、又は各送信フレームの５番目のサブフレームの９番目、
１０番目若しくは１２番目のＯＦＤＭシンボルに位置する。
【００７２】
　１つの実施例では、補助同期信号の送信間隔が５ｍｓである場合、補助同期信号は、各
送信フレームの０番目のサブフレームの１２番目又は１３番目のＯＦＤＭシンボル、及び
各送信フレームの５番目のサブフレームの９番目、１０番目、１２番目又は１３番目のＯ
ＦＤＭシンボルに位置し、ユーザ機器が補助同期信号の送信シーケンスに基づいてシンボ
ル同期を行い、補助同期信号のロングタームエボリューション（ＬＴＥ）システムの同期
信号との相対的な位置に基づいてフレーム同期を行うように、補助同期信号は、０番目の
サブフレームに用いられるＯＦＤＭシンボルのシーケンス番号と５番目のサブフレームに
用いられるＯＦＤＭシンボルのシーケンス番号とが異なる。好ましくは、補助同期信号は
、ＦＤＤシステム及びＴＤＤシステムに共に適用するように、各送信フレームの０番目の
サブフレームの１２番目のＯＦＤＭシンボル、及び各送信フレームの５番目のサブフレー
ムの９番目、１０番目若しくは１２番目のＯＦＤＭシンボルに位置する。
【００７３】
　もう１つの実施例では、補助同期信号の送信間隔が５ｍｓである場合、補助同期信号は
、ユーザ機器が補助同期信号の送信シーケンスに基づいてシンボル同期を行い、補助同期
信号の各送信フレームの０番目のサブフレーム及び５番目のサブフレームにおける異なる
送信シーケンスに基づいてフレーム同期を行うように、各送信フレームの０番目のサブフ
レーム及び５番目のサブフレームの１２番目又は１３番目のＯＦＤＭシンボルに位置する
。好ましくは、補助同期信号は、ＦＤＤシステム及びＴＤＤシステムに共に適用するよう
に、各送信フレームの０番目のサブフレーム及び５番目のサブフレームの１２番目のＯＦ
ＤＭシンボルに位置する。
【００７４】
　本発明の実施例では、基地局が補助同期信号を送信し、ユーザ機器が該補助同期信号を
受信することで、シンボル同期及びフレーム同期を取得し、Ｍａｃｒｏセルの該ユーザ機
器への干渉を回避する。
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【００７５】
　実施例４に述べるように、本発明の実施例はユーザ機器をさらに提供する。該ユーザ機
器の問題解決の原理は、上記実施例２の異種ネットワークにおける同期の強化方法と類似
するため、該ユーザ機器の実施は方法の実施を参照でき、重複する部分の説明は省略され
る。
【００７６】
　＜実施例４＞
　本発明の実施例はユーザ機器をさらに提供する。図１１は、該ユーザ機器の構成を示す
図である。図１１に示すように、ユーザ機器は、ハンドオーバ部１１０１、検出部１１０
２、及び同期部１１０３を含む。
【００７７】
　ハンドオーバ１１０１は、マクロセルにより送信されたピコセルの関連情報に基づいて
ピコセルにハンドオーバする。
【００７８】
　検出部１１０２は、ピコセルにより送信された通知メッセージに基づいてピコセルによ
り送信された補助同期信号を検出する。補助同期信号の送信間隔は１０ｍｓ又は５ｍｓで
あり、補助同期信号は各送信フレームの０番目のサブフレーム及び／又は５番目のサブフ
レームに位置する。
【００７９】
　同期部１１０３は、ピコセルにより送信された補助同期信号に基づいてシンボル同期及
びフレーム同期を行う。
【００８０】
　本実施例では、補助同期信号は、各送信フレームの０番目のサブフレーム及び／又は５
番目のサブフレームにおける、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、セル固有
参照信号（ＣＲＳ）、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）、プライマリ同期信号
（ＰＳＳ）及びセカンダリ同期信号（ＳＳＳ）と衝突しない直交周波数分割多重（ＯＦＤ
Ｍ）シンボルに位置する。
【００８１】
　１つの実施例では、補助同期信号の送信間隔が１０ｍｓである場合、補助同期信号は、
各送信フレームの０番目のサブフレームの１２番目若しくは１３番目のＯＦＤＭシンボル
、又は各送信フレームの５番目のサブフレームの９番目、１０番目、１２番目若しくは１
３番目のＯＦＤＭシンボルに位置する。この場合、同期部１１０３は、補助同期信号の送
信位置に基づいてシンボル同期及びフレーム同期を行う。好ましくは、補助同期信号は、
ＦＤＤシステム及びＴＤＤシステムに適用するように、各送信フレームの０番目のサブフ
レームの１２番目のＯＦＤＭシンボル、又は各送信フレームの５番目のサブフレームの９
番目、１０番目若しくは１２番目のＯＦＤＭシンボルに位置する。
【００８２】
　もう１つの実施例では、補助同期信号の送信間隔が５ｍｓである場合、補助同期信号は
、各送信フレームの０番目のサブフレームの１２番目又は１３番目のＯＦＤＭシンボル、
及び各送信フレームの５番目のサブフレームの９番目、１０番目、１２番目又は１３番目
のＯＦＤＭシンボルに位置し、補助同期信号の前記０番目のサブフレームに用いられるＯ
ＦＤＭシンボルのシーケンス番号と前記５番目のサブフレームに用いられるＯＦＤＭシン
ボルのシーケンス番号とが異なる。この場合、同期部１１０３は、補助同期信号の送信シ
ーケンスに基づいてシンボル同期を行い、補助同期信号のＬＴＥシステムの同期信号と相
対的な位置に基づいてフレーム同期を行う。好ましくは、補助同期信号は、ＦＤＤシステ
ム及びＴＤＤシステムに適用するように、各送信フレームの０番目のサブフレームの１２
番目のＯＦＤＭシンボル、及び各送信フレームの５番目のサブフレームの９番目、１０番
目若しくは１２番目のＯＦＤＭシンボルに位置する。
【００８３】
　もう１つの実施例では、補助同期信号の送信間隔が５ｍｓである場合、補助同期信号は
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、各送信フレームの０番目のサブフレーム及び５番目のサブフレームの１２番目又は１３
番目のＯＦＤＭシンボルに位置する。この場合、同期部１１０３は、補助同期信号の送信
シーケンスに基づいてシンボル同期を行い、補助同期信号の各送信フレームの０番目のサ
ブフレーム及び５番目のサブフレームにおける異なる送信シーケンスに基づいてフレーム
同期を行う。好ましくは、補助同期信号は、ＦＤＤシステム及びＴＤＤシステムに適用す
るように、各送信フレームの０番目及び５番目のサブフレームの１２番目のＯＦＤＭシン
ボルに位置する。
【００８４】
　本実施例の１つの態様では、同期部１１０３は、ＬＴＥシステムにおけるＰＳＳシーケ
ンスを各送信フレームの０番目のサブフレームにおける補助同期信号の送信シーケンスと
して用い、ＬＴＥシステムにおけるＰＳＳシーケンスと関連性の低い同期チャネルシーケ
ンスを各送信フレームの５番目のサブフレームにおける補助同期信号の送信シーケンスと
して用いる。
【００８５】
　本実施例のもう１つの態様では、同期部１１０３は、固定の同期チャネルシーケンスを
各送信フレームの０番目のサブフレーム及び５番目のサブフレームにおける補助同期信号
としてそれぞれ用い、０番目のサブフレームに用いられる補助同期信号の送信シーケンス
と５番目のサブフレームに用いられる補助同期信号の送信シーケンスとは異なる。好まし
くは、同期部１１０３は、ＬＴＥシステムのＰＳＳシーケンスから、０番目のサブフレー
ムに用いられる補助同期信号の送信シーケンス及び５番目のサブフレームに用いられる補
助同期信号の送信シーケンスを選択する。
【００８６】
　本発明の実施例では、ピコセルの基地局により送信された補助同期信号を検出すること
で、シンボル同期及びフレーム同期を取得し、Ｍａｃｒｏセルの該ユーザ機器への干渉を
回避する。
【００８７】
　本発明の実施例は、基地局においてプログラムを実行する際に、コンピュータに、実施
例１に記載の異種ネットワークにおける同期の強化方法を前記基地局において実行させる
、コンピュータ読み取り可能なプログラム、をさらに提供する。
【００８８】
　本発明の実施例は、コンピュータに、実施例１に記載の異種ネットワークにおける同期
の強化方法を基地局において実行させるためのコンピュータ読み取り可能なプログラムを
記録する、記録媒体、をさらに提供する。
【００８９】
　本発明の実施例は、端末機器においてプログラムを実行する際に、コンピュータに、実
施例２に記載の異種ネットワークにおける同期の強化方法を前記ユーザ機器において実行
させる、コンピュータ読み取り可能なプログラム、をさらに提供する。
【００９０】
　本発明の実施例は、コンピュータに、実施例２に記載の異種ネットワークにおける同期
の強化方法をユーザ機器において実行させるためのコンピュータ読み取り可能なプログラ
ムを記録する、記録媒体、をさらに提供する。
【００９１】
　本発明の以上の装置及び方法は、ハードウェアにより実現されてもよく、ハードウェア
とソフトウェアを結合して実現されてもよい。本発明はコンピュータが読み取り可能なプ
ログラムに関し、該プログラムはロジック部により実行される時に、該ロジック部に上述
した装置又は構成要件を実現させる、或いは該ロジック部に上述した各種の方法又はステ
ップを実現させることができる。本発明は上記のプログラムを記憶するための記憶媒体、
例えばハードディスク、ディスク、光ディスク、ＤＶＤ、フラッシュメモリ等に関する。
【００９２】
　以上、具体的な実施形態を参照しながら本発明を説明しているが、上記の説明は、例示
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的なものに過ぎず、本発明の保護の範囲を限定するものではない。本発明の趣旨及び原理
を離脱しない限り、本発明に対して各種の変形及び修正を行ってもよく、これらの変形及
び修正も本発明の範囲に属する。
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